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	ADF/コフィリンファミリータンパク質と連携してアクチンフィラメントの分解を誘導する (PubMed:15629458)。コフィリンを介したアクチン切断を促進する。細胞質分裂に関与する。ラメリポディア膜突起の制限による走化性細胞遊走に関与する (PubMed:18494608)。心筋サルコメアの組織化に関与する。心筋細胞の増殖と維持に必要。巨核球の成熟と血小板の剥離に関与する。濾胞上皮発達中の平面細胞極性（PCP）の確立とPCP中の細胞形状変化に必要であり、この機能はCFL1および/またはDSTN/ADFとの連携に関与していると思われる。皮質張力の生成/維持に関与する。上皮頂細胞接合部の組み立てと維持に関与し、接合部周囲のアクトミオシンベルトの組織化に役割を果たします (PubMed:25792565)。
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	WDR1 抗体を使用した Jurkat 溶解物中の WDR1 のウエスタン ブロット分析。
	

	WDR1 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト胆管癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。
	

	WDR1抗体とDAPI（青）を用いたHela中のWDR1（緑）の免疫細胞化学分析

